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１．開設の経緯 

「石巻・蛇田のより処 まざらいん」（以下、まざらいん）は、NPO法人全国コ

ミュニティライフサポートセンター（以下、CLC）が、2018年（平成 30）年 4月、

石巻市福祉部福祉総務課より「孤立を生まない地域づくり事業」を受託した。 

この事業は、蛇田エリアの復興公営住宅において、人や地域をつなげる「つな

がりづくりの場」や住民同士の支え合う地域づくりの大切さを学ぶ「学びの場」

を提供したり、生活の課題を抱えている「支援が必要な人への支援」の３つの取

り組みを、各種支援機関との調和を図りながら行い、孤立化や閉じこもりを防止

するものである。2018（平成 30）年 4月 25 日に石巻市向陽町の市営住宅内に事

務所を設置。2019（平成 31）年 4 月には、蛇田新西境谷地の一軒家に移転し活

動を行った。 

この事業受託の背景には、震災後の 2011（平成 23）年 12月 27日から 7年余

「地域での暮らしを継続していくための支援」を心がけてきた「石巻・開成のよ

り処 あがらいん」（以下、あがらいん）の経験を活かすという理由もあった。 

あがらいんは、「地域に関わる事業」と「緊急一時生活支援」の２つを柱に、

制度外福祉住宅として、制度の対象から漏れた、援護や支援が必要な被災者を対

象に、住居と生活の支援を行ってきた。 

この活動経験をもとに、蛇田地区の復興公営住宅等の住民が、地域の中で孤立

せずに生活が営めるよう、集会場等でのサロン活動や勉強会、コロナ禍において

は、蛇田地区の復興公営住宅への全戸訪問をとおして、地域住民のつながりづく

りを行った。また、新西境谷地への事務所移転後には、緊急一時的に生活支援が

必要な人の受け入れも行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章  事業概要 

向陽町 事務所外観 
（2018年 4月～2019年 3月） 

新西境谷地 事務所外観 
（2019年 4月～2021年 3月） 

４   第１章 事業概要

 



 

２．事業目的 

応急仮設住宅から復興公営住宅への転居が行われ、新たなコミュニティが形

成されるなか、新しい生活に馴染めない住民の孤立が予想された。 

まざらいんの活動は、蛇田地区の復興公営住宅等の住民を対象として、新しい

生活を営む住民が、地域の中で孤立しないよう、既存の公的支援機関や各福祉サ

ービス事業所等、地域の社会資源と連携・協働して、地域のつながりづくりを行

ってきた。 

目的達成のために、「つながりづくりの支援・支え合いの推進」「気になる人の

支援（気にかかる人を含む）」「支援関係者とのネットワークの強化」を 3つの柱

として活動した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、具体的な活動場面においては、自治会・団地会や支援機関等と連携・協

働しながら進め、常に多方面への配慮を心掛けて事業に取り組むものとし、事業

に関することは、常に福祉総務課および関係機関と共有しながら進めるものと

した。 

まざらいん 活動の 3つの柱 

つながりづくりの支援 

・支え合いの推進 

気になる人の支援 

（気にかかる人を含む） 

支援関係者との 

ネットワークの強化 

５ 



３．事業の背景 

まざらいんは、東日本大震災発災後に活動した「東北関東大震災・共同支援ネ

ットワーク」や、開成仮設住宅団地内で活動した制度外福祉仮設住宅「石巻・開

成のより処あがらいん」の取り組みを継承する形で、活動してきた。 

① 「東日本大震災」発災後のあゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年 12 月 

１２月２７日 石巻市開成仮設住宅内に「石巻・開成のより処あがらいん」 

を開設 

石巻現地事務局を「あがらいん」に移転 

2018 年 3 月 

３月３１日 仮設住宅の閉鎖に伴い「あがらいん」を閉所 

４月２５日 石巻市向陽町の市営住宅内に「石巻・蛇田のより処まざらいん」 

を開設 

2018 年 4 月 

４月２５日 「まざらいん」の事務所を、新蛇田西境谷地の一軒家に移転 

2019 年 4 月 

３月３１日 「まざらいん」を閉所 

2021 年 3 月 

2011 年 3 月 

2011 年 4 月 

４月１日 石巻現地事務局を「石巻市桃生公民館樫崎分館」に移転 

３月１１日 東日本大震災の発災 

３月１３日「東北関東大震災・共同支援ネットワーク」の発足 

            本部事務局を「国見・千代田のより処ひなたぼっこ」に設置 

３月２０日 石巻現地事務局を、高齢者福祉施設「社会福祉法人東北福祉会 

せんだんの杜ものう」に開設 

仮
設
住
宅
期
支
援 

 

復
興
住
宅
期
支
援 

避
難
所
期
支
援 

【活動年表】 

宅老所・グループホーム全国ネットワークや、
特養・老健・医療施設ユニットケア研究会、 

そのほか地域づくり団体など 38 団体で構成 
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② 「東北関東大震災・共同支援ネットワーク」の取り組み 

 

東日本大震災の被災地に法人本部を構える CLCは、震災直後の 2011年 3月 13

日に、被災地の社会福祉法人や、全国の福祉関係の施設や団体、大学などと協働

する「東北関東大震災・共同支援ネットワーク」を立ち上げた。 

被災された方々の生活を支えるため、インターネットや全国紙で全国に呼び

かけて、介護や看護の専門職ボランティアを募集し、登録いただいた方々と、活

動先である高齢者や障害者福祉施設、病院、避難所などとのコーディネートに取

り組んだ（～2013年 12月 31日。登録者 1,761人、延べ 18,567人／日（実員数

1,149人）が活動、派遣拠点 32ヶ所）。 

仙台市に本部事務局を設置し、介護・看護の専門職ボランティアのマッチング、

全国からの物資支援、提供自動車のマッチング、地域支え合い活動・情報交流セ

ンターの開設・運営等を行い、石巻市には、現地事務局を設置し、石巻市・気仙

沼市・南三陸町・女川町・東松島市への介護・看護の専門職ボランティアのマッ

チング・物資支援、公民館分館でのサロン、台所・洗濯機の貸し出し、仮設風呂

などの運営、ボランティアの宿泊場所・食事・送迎の用意、協働団体による活動

等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石巻の現地事務局は、2011年 3月 20日に、石巻市桃生地区にある高齢者福祉

施設「せんだんの杜ものう」に間借りし、4月から「元桃生公民館樫崎分館」に

拠点を移し活動を行い、2011年 12月には、CLCが石巻市から運営を受託した「制

度だけでは支えきれない人を支える」グループホーム型の、福祉仮設住宅「石巻・

開成のより処あがらいん」にその機能を移した。 

 

石巻現地事務局外観 

（元桃生公民館樫崎分館） 

仮設風呂 

７ 



③ 「あがらいん」の取り組みや「ひなたぼっこ」の機能 

 

「石巻・開成のより処あがらいん」が石

巻市から運営を受託した理由は、石巻市内

で共同支援ネットワークの活動を行ったこ

とがきっかけとなったが、その背景には、

CLCが仙台市内で緊急時に生活の場の提供

と必要な課題に対応する「国見・千代田の

より処ひなたぼっこ」の経験を活かした運

営を、という理由もあった。 

 

「ひなたぼっこ」の活動は、従来の制度

では対応することが困難な高齢者、障害者、

子ども、生活困窮者等の緊急受け入れ（一

時生活支援）及び相談支援を行っている。

たとえば自宅が火災に遭って焼け出された

という人、朝起きたら二人暮らしの父親が

亡くなって取り残されていた知的障害の人

など、さまざまな理由で自宅で暮らせなく

なった人に利用していただき、「ひなたぼっ 

こ」でふたたび地域で暮らせるように生活を立て直して地域に帰っていく、とい

う実践だ。石巻市でも、「本人の望む暮らしに戻っていく」ことを前提としたグ

ループホーム型の仮設住宅を運営することで、石巻市とその基本方針をたいせ

つにしながら、活動を続けてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
あがらいん 外観 ひなたぼっこ 外観 

あがらいん・地域食堂 

ひなたぼっこ・地域食堂 
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④ 「暮らし」と「孤立」の関係 

 

東日本大震災の発災後から、被災された方は、避難所から仮設住宅、復興住宅

等への転居を繰り返し行い、この 10年で生活の場が変転してきた。 

CLCでは、被災者の生活の場の移り変わりに合わせ、「避難所期」「仮設住宅期」

「復興住宅期」の 3つの期間を、これまで「東北関東大震災・共同支援ネットワ

ーク」「石巻・開成のより処あがらいん」「石巻・蛇田のより処まざらいん」と形

を変えて、人と人とのつながりを意識した支援を行ってきた。 

「避難所期」「仮設住宅期」「復興住宅期」と、それぞれの期間特有の課題に対

応する一方で、住民同士のつながりが希薄化して起こる「孤立」という課題に、

常に向き合い、また、改めて支援の必要性を実感してきた。 

「孤立」は、高齢者等の心身機能の低下をはじめ、さまざまな生活課題の原因

となっている。生活の変化による日常的なつながりの希薄化は、個別の支援のみ

では対応することが難しく、住民の生活に寄り添い、つながりをたいせつにした

支援を行うことで、この 10年間、被災者の孤立防止を目指してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まざらいんの変遷と機能 

石巻・開成のより処 

あがらいん 

仮設住宅期支援 

・緊急一時生活支援 

・地域に関わる事業 

国見・千代田のより処 

ひなたぼっこ 

地域生活支援 

共同支援ネット、ひなたぼっこの機能継承 

９ 

CLC 

孤立の防止 東北関東大震災 

・共同支援ネットワーク 

避難所期支援 

石巻・蛇田のより処 

まざらいん 

復興住宅期支援 

・つながりづくり・支え合いの推進 

・気になる人（気にかかる人を含む） 

の見守り等支援 

・支援関係者のネットワーク強化 

あがらいんの機能継承 

・緊急一時生活支援 

・地域のつどい場づくり 

・被災者支援従事者研修(宮城県等から受託)の実施 

・月刊地域支え合い情報の発刊 

・介護・看護の専門職のボランティア 

のコーディネート 

・コミュニティづくりの支援 



１． 蛇田地区復興住宅マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章  活動地域 

⑧新西前沼第三復興住宅 3 号棟 

⑦新西前沼第三復興住宅 1,2 号棟 

⑤新西前沼第一復興住宅 

④新沼田第二復興住宅 

③新沼田第一復興住宅 

①新立野第一復興住宅 

②新立野第二復興住宅 

１０   第２章 活動地域 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫丸井戸復興住宅 ⑩あけぼの北復興住宅 

⑭中埣復興住宅 

⑥新西前沼第二復興住宅 

⑨新東前沼復興住宅 

⑬上中埣復興住宅 

⑮下中埣復興住宅 

⑪新西境谷地復興住宅 

蛇田地区復興住宅 

復興住宅数：15（43 棟） 

団地会数：19 

管理戸数：1,228 戸 

入居戸数：1,155 戸（2020.12 月時点） 

１１ 

まざらいん事務所 

（2018/4～2019/3） 

まざらいん事務所 

（2019/4～2021/3） 



２．活動地域  ～復興住宅ごとの情報～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団地での活動：移動サロン(P21)、外出サロン(P22)、地域食堂手伝い(P23)、戸別訪問 

①新立野第一復興住宅 

     団地での活動：移動サロン(P21)、外出サロン(P22)、戸別訪問 

②新立野第二復興住宅 

団地での活動：移動サロン(P21)、外出サロン(P22)、仕事づくり工房(P22)、夏祭り手伝い(P23)、戸別訪問 

③新沼田第一復興住宅 

１２   第２章 活動地域 

所 在 地  石巻市のぞみ野 4 丁目 23 

棟 数  ８（A～H 棟） 

管理戸数  232 戸 

入居戸数  218 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  5 

町内会名  のぞみ野第４町内会 

所 在 地  石巻市のぞみ野 2 丁目 3-1 

棟 数  ８（1～8 棟） 

管理戸数  102 戸 

入居戸数  98 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  のぞみ野第 2 町内会 

  

所 在 地  石巻市のぞみ野 5 丁目 12 

棟 数  4（A～D 棟） 

管理戸数  121 戸 

入居戸数  117 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  のぞみ野第３町内会 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     団地での活動：移動サロン(P21)、戸別訪問 

④新沼田第二復興住宅 

団地での活動：移動サロン(P21)、仕事づくり工房(P22)、夏祭り、収穫祭手伝い(P23)、戸別訪問 

⑤新西前沼第一復興住宅 

     団地での活動：移動サロン(P21)、戸別訪問 

⑥新西前沼第二復興住宅 

１３ 

所 在 地  宮城県石巻市のぞみ野 1 丁目１０ 

棟 数  2（1,2 棟） 

管理戸数  80 戸 

入居戸数  76 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  のぞみ野第 1 町内会 

  

所 在 地  石巻市あゆみ野 4 丁目 17 

棟 数  3（A～C 棟） 

管理戸数  207 戸 

入居戸数  195 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  あゆみの町内会 

  

所 在 地  石巻市あゆみ野 1 丁目 1 

棟 数  3（1～3 棟） 

管理戸数  120 戸 

入居戸数  118 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  あゆみ野駅前町内会 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     団地での活動：移動サロン(P21)、イベント手伝い(P23)、戸別訪問 

⑦新西前沼第三復興住宅 1,2 号棟 

     団地での活動：移動サロン(P21)、戸別訪問 

⑧新西前沼第三復興住宅 3 号棟 

     団地での活動：外出サロン(P22)、戸別訪問 

⑨新東前沼復興住宅 

１４   第２章 活動地域 

所 在 地  石巻市あゆみ野 3 丁目 6-3 

棟 数  2（1,2 棟） 

管理戸数  30 戸 

入居戸数  23 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  あゆみ野中央町内会 

  

所 在 地  石巻市あゆみ野 3 丁目 6-1 

棟 数  1 

管理戸数  32 戸 

入居戸数  25 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  あゆみ野中央町内会 

  

所 在 地  石巻市新東前沼 241-1 

棟 数  1 

管理戸数  26 戸 

入居戸数  25 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  親和会 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     団地での活動：夏祭り手伝い(P23)、戸別訪問 

⑩あけぼの北復興住宅 

     団地での活動：外出サロン(P22)、親睦会(P22)、戸別訪問 

⑪新西境谷地復興住宅 

     団地での活動：移動サロン(P21)、戸別訪問 

⑫丸井戸復興住宅 

１５ 

所 在 地  石巻市あけぼの北 2 丁目 1-1 

棟 数  5（A～E 棟） 

管理戸数  162 戸 

入居戸数  147 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  あけぼの北町内会 

  

所 在 地  石巻市新境町 1 丁目 2 

棟 数  2（1,2 棟） 

管理戸数  18 戸 

入居戸数  17 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  境谷地町内会 

  

所 在 地  石巻市丸井戸 2 丁目 1-26 

棟 数  1 

管理戸数  35 戸 

入居戸数  34 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  丸井戸第 1 町内会 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

団地での活動：戸別訪問 

⑬上中埣復興住宅 

     団地での活動：一斉清掃手伝い、戸別訪問 

⑭中埣復興住宅 

     団地での活動：一斉清掃手伝い、戸別訪問 

⑮下中埣復興住宅 

１６   第２章 活動地域 

所 在 地  石巻市蛇田上中埣 84 

棟 数  1 

管理戸数  29 戸 

入居戸数  29 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  上第 1 区  

所 在 地  石巻市蛇田中埣 53-2 

棟 数  1 

管理戸数  20 戸 

入居戸数  19 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  中埣第 1 区 

  

所 在 地  石巻市蛇田字下中埣 21-4 

棟 数  1 

管理戸数  14 戸 

入居戸数  14 戸（2020.12 月時点） 

団地会数  1 

町内会名  中埣第 1 区 

  



 

１．活動概要 

蛇田地区の復興住宅の住民を対象に「つながりづくりの支援・支え合いの推

進」「気になる人の支援」「支援関係者とのネットワークの強化」を柱として孤

立防止に取り組んできた「まざらいん」であるが、活動の中から見えてくる地

域ニーズや、専門職等からの要望を取り入れ、また、2020（令和 2）年からは、

コロナ禍に即した対応を取りながら、以下の活動を行ってきた。 

 

『つながりづくりの支援・支え合いの推進』 

 ＜つながりづくりの支援＞ 

 

① サロンの実施（実績は、P21,22参照） 

・復興住宅ごとに、集会所や屋外共用スペー

スを利用して、サロンを開催し、参加者の

つながりが強くなるように努めた。また、

住民からの要望を取り入れ、外出サロンも

実施した。サロン内で、生活上の悩みや課

題を聞いた際には、支援機関と共有し、解

決に努めた。また、サロンが自主運営につ

ながるよう住民に働きかけてきた。 

 

② 仕事づくり工房 ～男の居場所づくり～ 

（実績は、P22 参照） 

・復興住宅住民の得意分野を活かし、地域の

中で活躍の場をつくった。2019（平成 31）

年には、新沼田第一復興住宅の住民と、コ

ミュニティベンチづくりを行い、完成した

ベンチは集会所前に設置され、今でも団地

内外の方に利用されている。 

 

第 3 章  活動実績 

サロン実施風景 
新西前沼第三復興住宅 1,2号棟 
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コミュニティベンチづくり 
新沼田第一復興住宅 



 

③ 仕事づくり工房 ～まざらいん農園～（実績は、P22参照） 

・まざらいんの事務所の一画を畑として整備し、近隣の復興住宅の住民と

一緒に野菜づくりを行った。農に詳しい住民には、土づくりから関わっ

ていただいた。収穫した野菜は、サロンや親睦会で活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

④ 親睦会（実績は、P22参照） 

・まざらいんの事務所内の茶の間等を開放し、

復興住宅や、その周辺地域の住民と親睦を

深めるために親睦会を開催した。蕎麦やう

どん等を提供し、食をとおした交流を行う

ことで、より深い関係性が生まれることを

意識した。 

 

 

⑤ 他団体主催のイベントへの協力 

（実績は、P23 参照） 

・団地会や町内会、蛇田地区で活動する団体

等と協力し、イベントを実施した。参加者

との交流や、他団体とのネットワークの強

化をねらいとした。石巻じちれんが主催す

る地域食堂では、子育て世代のお母さんと

その子どもや高齢者等が集まり、世代を超

えた交流の場を提供することができた。 

 

 まざらいん農園 えだまめ交流会 
（まざらいん事務所） 

親睦会 
（まざらいん事務所） 

のぞみ野地域食堂 
（新蛇田第一集会所） 
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＜支え合いの推進＞ 

 

① 地域づくりと支え合いの勉強会 

（実績は、P24 参照） 

・復興住宅住民や、その周辺地域の住民等を

対象に、団地のコミュニティづくりに関す

る、先進事例や手法、考え方等を学ぶ勉強

会を開催した。自分の住んでいる地域で孤

立を防止するための、土壌づくりとなるこ

とを目的とした。また、参加した住民と同

じ視点で地域づくりが行われるよう、関係

機関の専門職等にも受講していただいた。 

 

① 地域資源マップづくり 

（実績は、P24 参照） 

・暮らしの中のつながり（お宝）を、参加者

が自ら発見し、そのたいせつさを意識する

ことで、つながりを切らない地域づくりを

学ぶ「お宝探し講座」を開催した。ほかの

参加者のお宝も共有し、互いに評価し合う

ことで、自分が地域で「あたりまえのこと」

として行っている活動に価値を見い出す機

会となった。 

 

② お宝発表会 

（実績は、P24 参照） 

・お宝を、多くの住民や専門職等と共有し合

う「お宝発表会」を開催した。復興住宅の

住民がお宝を発表し、東北福祉大学の高橋

誠一教授に評価・表彰してもらい、また、

多くの参加者に自慢することで、暮らしの

中のつながりのたいせつさを参加者全員で

共有した。 

ご近所クリエーター酒井保氏 講演風景 
（新立野第二復興住宅集会所） 

お宝探し講座 演習風景 
（新蛇田第一集会所） 

蛇田地区のお宝発表会 表彰者 
（向陽地区コミュニティセンター） 

 

１９ 



 

② 情報紙の発行（実績は、P25参照） 

・復興住宅や、その周辺地域の住民の活動を紹介する情報紙を、隔月発行

し蛇田地区の住宅へ配付した。また、コロナ禍においては、サロン活動

が休止となったため、臨時号を増刊発行し、蛇田地区の復興住宅を情報

紙を手配りしながら全戸訪問し、住民の近況や困りごとなど話をよく聞

いて、見守りを行った（情報紙は、巻末資料 P38参照）。 

 

『気になる人の支援』 

① 気になる人への支援（実績は、P26参照） 

・孤立しがちで、専門職等の支援機関とも関係

性が薄い人を「気になる人」として継続的に見

守った。要介護状態となることを未然に予防

し、必要と判断した場合には支援機関につな

いだ。コロナ禍となる前は、サロン等の活動を

とおして「気になる人」の見守りを行っていた

が、コロナ禍においては、感染症拡大防止のた

めサロン活動を自粛し、戸別訪問で見守って

きた。 

 

② 緊急一時生活支援（実績は、P26 参照） 

・蛇田地区の復興住宅の住民と石巻市内の住民

を対象に、緊急に自宅以外の場での生活支援

が必要な人の受け入れを行った。（1～2泊程度）

相談支援機関や行政の各担当との情報の共有

や連携を図りながら取り組み、必要な場合は、

自宅に戻ってからも継続して見守った。 

 

 

『支援関係者とのネットワークの強化』 

〇 各種支援機関との連携 

・蛇田地区に関わる行政機関のほか、医療や福祉などの支援機関と連携をして

住民を支援するために、各種会議に参加し、気になる人の情報共有や支援の

方法等について話し合いを行った。 

コロナ禍の見守りの様子 

まざらいん事務所内 
利用者用スペース 
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２．活動別実施実績 

『つながりづくりの支援・支え合いの推進』 

＜つながりづくりの支援＞ 

 

① -1 団地集会所等を利用したサロンの実施 

年度 復興住宅 回数 参加人数（のべ） 

2018 

新立野第一復興住宅 34 400 

新立野第二復興住宅 11 69 

新沼田第一復興住宅 30 267 

新沼田第二復興住宅 7 31 

新西前沼第一復興住宅 17 71 

新西前沼第二復興住宅 8 89 

新西前沼第三復興住宅 1,2号棟 17 233 

丸井戸復興住宅 3 38 

ウェルシア薬局（あけぼの北復興住宅） 6 25 

小計 133 1,223 

2019 

新立野第一復興住宅 48 553 

新立野第二復興住宅 22 251 

新沼田第一復興住宅 33 287 

新沼田第二復興住宅 1 5 

新西前沼第一復興住宅 21 116 

新西前沼第二復興住宅 8 72 

新西前沼第三復興住宅 3号棟 6 36 

ウェルシア薬局（あけぼの北復興住宅） 4 7 

小計 143 1,327 

2020 

新立野第一復興住宅 2 １８ 

新立野第二復興住宅 15 261 

新沼田第一復興住宅 ５ ４３ 

新西前沼第一復興住宅 10 76 

新西前沼第三復興住宅 1,2号棟 1 20 

新西前沼第三復興住宅 3号棟 9 6９ 

小計 ４２ ４８７ 

合計 3１８ 3,０３７ 

（※２０２０年度は、県内の新型コロナウイルス感染症の発生状況を考慮した開催状況となった） 

 

２１ 



① -2 外出サロンの実施 

年度 実施内容 ／ 対象 回数 参加人数（のべ） 

2018 
鹿島台互市 ／ 下中埣・のぞみ野・あゆみ野住人 1 3 

小計 1 3 

2019 
登米・南三陸・石巻ドライブ ／新立野第一・第二復興住宅 1 13 

小計 1 13 

2020 

雄勝・女川ドライブ ／ 新立野第二復興住宅 1 7 

雄勝・女川ドライブ ／ 新沼田第一復興住宅 1 2 

女川港で釣り ／新立野第一・第二復興住宅 1 3 

牡鹿・女川ドライブ ／ 新立野第一復興住宅 1 7 

石巻ドライブ ／ 新東前沼復興住宅 1 3 

雄勝港で釣り ／ 新立野第一・第二復興住宅 1 2 

松島ドライブ ／ のぞみ野地域 1 17 

鮎川ドライブ ／ 新西境谷地復興住宅 1 4 

小計 8 45 

合計 10 61 

（※２０２０年度は、「①-1 団地集会所等を利用したサロン」ができない分、外出サロンを多く行った） 
 

② ③ 仕事づくり工房の実施 

年度 実施内容 ／ 開催場所 回数 参加人数（のべ） 

2018 
男の料理教室 ／ 新沼田第一復興住宅 1 23 

合計 1 23 

2019 

コミュニティベンチづくり ／ 新沼田第一復興住宅 1 23 

豚汁づくり ／ 新沼田第一復興住宅 1 11 

カレーライスづくり ／ 新西前沼第一復興住宅 1 17 

あゆみ野多世代交流会 ／ 新西前沼第一復興住宅 1 27 

小計 ４ ７８ 

合計 ５ １０１ 

（※２０２０年度は、県内の新型コロナウイルス感染症の発生状況を考慮し、開催しなかった） 
（※③まざらいん農園は、随時開催していた） 
 

④ 親睦会 

年度 開催場所 回数 参加人数（のべ） 

2019 まざらいん事務所 21 231 

2020 まざらいん事務所 10 94 

合計 31 325 

（※２０２０年度は、県内の新型コロナウイルス感染症の発生状況を考慮した開催状況となった） 
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⑤ 他団体との協働型サロンとイベントへの協力 

年度 イベント ／ 場所 回数 参加人数（のべ） 

２０１８ 

集会所運営委員会・お茶会 ／ 新蛇田第一集会所 １２ ５９ 

のり巻づくり ／ 新蛇田第一集会所 1 24 

ボンボンカフェ夏祭り ／ 新蛇田第一集会所 1 36 

ボンボンカフェで駄菓子販売 ／ 新沼田第二復興住宅 22 153 

あゆみ野夏祭り ／ 新西前沼第 1・2復興住宅 1 200以上 

夏祭り ／ 新のぞみ野第三町内会 1 200以上 

自分の健康は自分で守ろう ／ 新沼田第一復興住宅 1 30以上 

収穫祭 ／ 新西前沼第一復興住宅 1 150 

お茶会等 ／ 新西前沼第三復興住宅 1,2号棟 2 １２５ 

なんでも相談会 ／ 新西前沼第三復興住宅 1号棟 1 １２ 

豚汁づくり ／ 仮設蛇田西部第１団地集会所 1 ２４ 

のぞみ野地域食堂 ／ 新蛇田第一集会所 4 206 

小計 ４８ １,２１９以上 

2019 

わかば会お茶会 ／ 向陽町 1 20 

ボンボンカフェ夏祭り ／ 新立野蛇田第一集会所 1 36 

あゆみ野夏祭り ／ 新西前沼第 1・2復興住宅 1 500以上 

のぞみ野第三町内会夏祭り ／ のぞみ野第三町内 1 100 

あけぼの北町内会夏祭り ／ あけぼの北町内 1 70 

自分の健康は自分で守ろう ／ 新沼田第一復興住宅 1 30以上 

収穫祭 ／ 新西前沼第一復興住宅 1 150 

のぞみ野みんなの秋祭り ／ のぞみ野地区 1 680 

公園清掃 ／ あゆみ野東公園 1 70 

天城流湯治法協会 ／ 新西前沼第三復興住宅 2号棟 1 19 

ふれあい交流会 ／ 新西前沼第三復興住宅 2号棟 1 60 

忘年会 ／ 新西前沼第三復興住宅 1,2号棟 1 30 

ヘアーカット ／ 新西前沼第三復興住宅 1,2号棟 1 27 

あゆみ野地域食堂 ／ 新西前沼第一復興住宅 1 13 

のぞみ野地域食堂 ／ 新蛇田第一集会所 12 595 

雲井和之助 独演会 ／ まざらいん事務所内 1 7 

小計 2７ 2,40７以上 

2020 

学生交流お茶会 ／ 新西前沼第三復興住宅1・2号棟 1 50以上 

フィーリングアーツ ／ 石巻グランドホテル 1 2 

のぞみ野地域食堂 ／ 新蛇田第一集会所 6 １５８ 

小計 8 ２１０以上 

合計 83 ３,５６４以上 

（※２０２０年度は、県内の新型コロナウイルス感染症の発生状況を考慮した開催状況となった） 

２３ 



＜支え合いの推進＞ 

 

① 地域づくりと支え合いの勉強会 / ② 地域資源マップづくり / ③ お宝発表会 

年度 勉強会 ／ 講師 回数 参加人数（のべ） 

2018 

《地域づくりと支え合いの勉強会》 

活き！生き！元気！健康寿命をのばす３つのポイント 

／ ご近所福祉クリエーター 酒井保 

2 27 

《地域づくりと支え合いの勉強会》 

むすぶ手・つなぐ手・ホンモノの支え合いづくり 

・５つのポイント ／ ご近所福祉クリエーター 酒井保 

1 16 

《地域づくりと支え合いの勉強会》 

災害公営住宅の住民の支え合い活動と地域との協働 

／おたがいさまねっと公田町団地理事長 有友フユミ 

1 13 

小計 4 56 

2019 

《地域づくりと支え合いの勉強会》 

「蛇田地区の支え合い・つながりづくりを考える」 

～宝塚市の被災者支援の取り組みから～ 

 ／ 宝塚市社会福祉協議会常務理事 佐藤寿一 

1 30 

《地域資源マップづくり》 

蛇田のつながりを考える懇談会 

～身近なつながりを掘り起こそう！ 

／ 全国コミュニティライフサポートセンター理事 高木崇衣 

2 44 

《お宝発表会》 

蛇田のお宝発表会 ／ 東北福祉大学教授 高橋誠一 
1 40 

小計 4 114 

合計 8 170 

（※２０２０年度は、県内の新型コロナウイルス感染症の発生状況を考慮し、開催しなかった） 
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④ 情報紙発行 

年度 名称 発行日 配付部数 

2018 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 創刊号 ６月２５日 2,000 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第２号 ８月２５日 2,000 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第３号 １０月２５日 1,800 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第４号 １２月２５日 1,800 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第５号 ２月２５日 2,000 

小計 9,600 

2019 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第６号 ４月２５日 2,000 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第７号 ６月２５日 2,000 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第８号 ８月２５日 2,000 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第９号 １０月２５日 2,000 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第１０号 １２月２５日 2,000 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第１１号 ２月２５日 2,000 

小計 １２,０００ 

2020 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第１２号 ４月２５日 2,000 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 臨時号 ５月２５日 １,８００ 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第１３号 ６月２５日 2,000 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 臨時号 ７月２５日 １,５００ 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第１４号 ８月２５日 １,８００ 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 臨時号 ９月２５日 １,５００ 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第１５号 １０月２５日 １,８00 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 臨時号 １１月２５日 １,５００ 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第１６号 １２月２５日 １,８00 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 臨時号 １月２５日 １,５００ 

蛇田地域の情報紙 まざらいん！ 第１７号 ２月２５日 １,８00 

小計 １９,０００ 

合計 4０,600 

（※２０２０年度は、情報紙を手配りしながら訪問して見守りを行うために、毎月発行した） 
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『気になる人の支援』 

 

① 気になる人への支援 

年度 分類 訪問の頻度 人数（月平均） 

2018 支援が必要な人 - １５ 

2019 支援が必要な人 - ２２ 

2020 

気になる人（～４月） 週１回～月２回 １１ 

（１）支援が必要な人（５月～） 

週 1回 

4 
2週に 1回 

（２）気になる人Ⅰ（５月～） 月に 1回 5 

（３）気になる人Ⅱ（５月～） 
2ヶ月に 1回 

６７ 
3ヶ月に 1回 

（※２０２０年度は、全戸訪問を行い、住民の様子を見守ったため件数が増加した） 

 

② 緊急一時生活支援 

年度 月 期間 件数 

2019 

６月 ３泊４日 １ 

６月 ３泊４日 １ 

１２月 ２泊３日 １ 

小計 ３ 

2020 

６月 ２泊３日 １ 

１０月 ３泊４日 １ 

１１月 １泊２日 １ 

小計 ３ 

合計 ６ 

（※事務所の移転に伴い、2019年度より緊急一時生活支援を行った） 
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『支援関係者とのネットワークの強化』 

 

〇各種関係機関との連携 

年度 名称 開催頻度 参加回数 

2018 

蛇田地区エリアミーティング 隔月（～９月までは月１回） １０ 

のぞみ野地区支援者ミーティング 月１回（７月～） ９ 

いしのまき支援連絡会 月１回（１１月～） ４ 

被災者健康支援関係者会議 隔月（１２月～） ２ 

共助型住宅の実務者会議 隔月（２月～） １ 

小計 ２６ 

2019 

蛇田地区エリアミーティング 隔月１回 ６ 

蛇田地区エリアミーティング コア会議 隔月１回 ６ 

のぞみ野地区支援者ミーティング 月１回 １１ 

いしのまき支援連絡会 隔月１回 ５ 

被災者健康支援関係者会議 隔月、または、３ヶ月に１回 ６ 

共助型住宅の実務者会議 月１回 １ 

地域包括ケアセンター ケア会議 月１回（必要に応じ随時） １２ 

小計 ４７ 

20２０ 

いしのまき支援連絡会 随時 １ 

のぞみ野・あゆみ野地区支援団体ミーティング 月１回 １２ 

石巻市社会福祉協議会との情報共有会 随時 ２ 

被災者健康支援における関係者会議 随時 ２ 

共助型担当者会議 随時 ４ 

多職種連携会議 随時 ２ 

小計 23 

合計 96 

（※２０２０年度は、県内の新型コロナウイルス感染症の発生状況を考慮した開催状況となった） 
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１．コロナ禍における見守り 

まざらいんでは、事業を受託した 2018年から、つながりづくりの支援として、

サロンや親睦会等、集いの場づくりを行ってきたが、2020 年初頭からの新型コ

ロナウイルス感染症の拡大を防ぐために、2020 年 3 月より、サロンや親睦会等

の開催を自粛した。 

しかしながら、集会所の閉鎖や、さまざまなイベントの中止が相次ぐなか、

交流の機会が少なくなったり、外出の自粛等で暮らしに不安を抱えていないか、

孤独を感じていないかと気になり、コロナ禍における感染対策をとりながら、

戸別に訪問をすることにした。 

訪問の範囲は、蛇田地区の復興住宅全戸を対象とした。戸別に訪問しながら、

情報紙を手渡しし、難しい場合は近所の様子を伺い、見守りを行った。全戸訪

問には、約 2ヶ月を要した。 

コロナ禍以前は、主にサロンをとおして「気になる人」を把握し、また、関

係機関からの依頼もあり、約 20人を見守りの対象としていた。コロナ禍となり、

復興住宅の全戸訪問を行ったあとには「気になる人」が、約 70人にまで増えて

いた。これは、自立した生活を送ることが困難な方のみでなく、復興住宅を訪

問するスタッフの視点で、隣近所とのつながりが弱いというような「気にかか

る人」まで、見守りの対象を広げたためである。 
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気になる人や気にかかる人への訪問の頻

度は、週1回～3ヶ月に 1回の5段階に分け、

住民に直接お話しを伺った時の様子や、ほか

の住民からの情報を顧慮し、都度検討した。 

全戸訪問したあとも、情報紙を戸別に配付

しながら、気になる人や気にかかる人の見守

りを行った。 

２．気にかけ合う働きかけ 

まざらいんのスタッフは、コロナ禍に、戸別訪問をとおして、蛇田地区の復

興住宅住民の安否確認を行ってきた。しかし、その住宅に暮らしていないスタ

ッフが、気になる人や気にかかる人だけを訪問して安否確認をするだけでは、

最悪の状態の際には気づいてあげられないかもしれない。 

生きづらさを抱えた住民の、ちょっとした変化に、速やかに気づくためには、

「日ごろから気にかけ合う関係をご近所で育む」こともたいせつな要素のひと

つであり、見守り訪問には「ご近所への働きかけ」という役割もあることを心

がけながら訪問を行ってきた。 

戸別訪問の様子 

５段階の訪問頻度 

判断基準 

① 週に1回 

② 2週に 1回 

③ 月に1回 

④ 2ヶ月に 1回 

⑤ 3ヶ月に 1回 

気になること 

がある 
自立した生活 

親族や周りとの 

つながり 

△ 

 

◎ 

◎ 

○ 

△ 

○ 

○ 

 
◎ 

× 

× 

△ 

 

△ 

△ 

 
△ 

 
○ 
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１．蛇田地区復興住宅の支援から見えてきたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気にかけ合う支え合いの地域づくり 

喫茶店 

第 5 章  総評・まざらいんの活動について 
 

周辺地区 

H さん 
商店 

活動初期 

課題：Aさんの孤立 

住民への訪問を重ねた結果 

201 号室 202 号室 203 号室 

102 号室 103 号室 101 号室 

A さん 

復興住宅 

まざらいん 

スタッフ① 

拒絶 

活動後期 

課題：Gさんの孤立 

I さん 

復興住宅 

201 号室 202 号室 203 号室 

102 号室 103 号室 101 号室 

D さん G さん 

A さん B さん C さん 

  E さん（夫） 
  F さん（妻） 

気にかけている 
支援員 A 

気にかけている 

まざらいん 
スタッフ① 

拒絶 
つながり 
支援員 A 

訪問 

つながり 
支援員 A 

まざらいん 
スタッフ② 

訪問 
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つながり 
支援員 A 



 

 

 

まざらいんは、これまで、住民同士のつながりが希薄化して起こる「孤立」と

いう問題に対応してきた。孤立は、地域の誰にでも起こりえる問題であり、まざ

らいんが行ってきたサロン、戸別訪問等の活動や、専門機関が行う個別支援だけ

で解決されるものではない。支援者は、その地域に住んでいないため、定期的な

支援のみで孤立を防ぐことは難しく、住民の中に飛び込み、「住民とともにつな

がりづくり」を行うことがたいせつであるということがわかった。 

 

左図を参考に、これまでの活動を例にあげると、スタッフ①が、復興住宅の 101

号室の Aさんを訪問し始めたころは、訪問拒否され、Aさんが周りの人との関係

性が薄く、孤立しているのではないかと思案していたが、その後、他地域に住む

Iさんと Aさんがつながっていることがわかった。 

また、スタッフ②が訪問している Hさんが、Aさんの隣室 102号室の Bさんと

交流があり、Bさんが、Aさんと Cさんを気にかけているということもわかった。 

Bさんの話から、203号室の Gさんが人との関わりが薄く、見守りが必要な方

であることもわかった。 

 

「第 4章 2.気にかけ合う働きかけ（P29）」でも記載したが、地域から孤立し

ていることが想定される G さんへ見守りを行うと同時に、ご近所で、気にかけ

合うよう働きかけ、気になることがあれば、誰かにつなぐよう促すということも

たいせつなことと気づいた。 

 

これまでの、まざらいんの活動経験から、支援者がたいせつにすべき、以下の

視点が見えてきた。 

 

① 気にかけ合う関係づくりを支援する 

・個々の課題だけを見るのではなく、住民が、まわりの住民を気にかけ、気

になることがあれば、誰かにつなぐよう働きかける。 

 

② 個人と地域との関係性を気にかける 

・地域での役割や関係性も把握する 

・地域の中での人と人との関係性を見る 

 

③ 住民の声に耳を傾ける 

・住民に交じり、住民に寄り添い、住民の声なき声（つぶやき）も聞きもら

さない。 
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２．有識者からの提言 
 

○高橋 誠一  東北福祉大学 総合マネジメント学部 教授 
 

東日本大震災から、今年で 10 年を迎えた。石巻・蛇田のより処まざらいん

は、石巻市蛇田地区の復興支援として始まり、今その活動に区切りをつけよう

としている。そのことは、復興が完了したことを意味しないけれど、今後に向

けた住民支援にさまざまな教訓を残したと思う。 

まざらいんは、主に蛇田地区に作られた復興公営住宅に暮らす住民の支援を

中心に、仮設住宅時代に築き上げてきたつながりが、復興住宅に転居したこと

で分断されてしまわないよう活動してきた。支援システムとしては、復興公営

住宅の住民と、蛇田地区の住民を分けて支援する体制を作る方が合理的と考え

られるかもしれない。しかし、それでは復興公営住宅の住民が、地域の住民と

の距離を広げてしまうことにもなりかねない。せっかく地域の中に復興公営住

宅を作ったのであれば、蛇田地区の支援拠点としてまざらいんを位置づけるこ

とで、蛇田地区の地域づくりを支援することができる。 

地域づくりの支援は、困っている人の支援に偏りがちな福祉専門職の支援に

対して、地域での生活を支援するうえで大きな意義がある。震災は、個人だけ

ではなく、地域のさまざまなレベルで地域力を弱めてしまった部分があると思

うが、なによりも全体的に地域住民のつながりを弱くしてしまった。それは、

まざらいんの運営基盤になっている「石巻市蛇田地区復興公営住宅等の孤立防

止事業」という名称に表れている。孤立は、個人の問題としてだけとらえるこ

とはできない。地域における社会的な問題としてとらえ支援をしていくことが

大切だ。 

しかし、コミュニティの再生を支援するうえで、「問題」という見方は地域の

力を応援するよりも、外からの介入的な支援になりがちで、かえって地域の力

を弱めてしまうことになることが多い。まざらいんは、避難所、仮設住宅での

支援の取り組みから、個々の被災者の支援だけでなく、つながりづくり支援の

経験を活かして活動している。「つながりの場づくり・支え合いの推進」、「気に

なる人の支援」、「支援関係者のネットワーク強化」の 3つの支援活動の柱を立

て、それらを一体的に運営することによって、住民の日常生活における自然な

つながりを応援し、気にかけ合う関係のなかで、住民同士の支え合いを見守る

ことができる。日ごろから関わることで緊急事態に対応しても、地域のつなが

りが切れないように支援している。このような住民の力を信じ寄り添った支援

がこれからの地域支援にとっても大切であることを、まざらいんの取り組みか

ら学ぶことができるのではないだろうか。 
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１．蛇田地区住民からのメッセージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻末資料 

１）「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

2018（平成 30）年 5月から、新西前沼第三復興住宅に順次入居とあわせ、復興住宅の

中庭で「お茶っこ」会を開催してもらいました。当時、「えっ？外でお茶会？」と思い

ましたが、入居した多くの皆さんが参加して、皆さんとの交流の場として、月 2回開催

していただきました。 

8月から、移動サロンの名称で継続した交流の場で、知らない人同士の復興住宅での

悩みや住民同士の交流に大きな力を注いでもらいました。 

共助型復興住宅とは？…等々、私たち入居者の立場で一緒に悩み、考えていただきま

した。また、復興公営住宅内での問題についても、自分たちのことのように受け止めて

もらいました。入居している方の中には、今現在でも『まざらいん』さんに全幅の信頼

を寄せている方もおり、声を大にして伝えたいと思います。 

２）「まざらいん」へ一言 
 
私たち、復興住宅入居者の交流や悩みに親身になり対応してもらいありがとうござい

ます。私たち、共助型復興住宅に住む者として今まで指導していただいたことを元に生

活していくつもりでおります。 

長い間、本当にありがとうございました。 

西前沼（共助型）第三復興住宅 1・2号棟 団地会会長 阿部 昌則さん 

１）「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

私は多発性硬化症という難病患者です。そのため、転居後の復興住宅では、まず自分

を知ってもらうことからはじめ、その中で「まざらいん」との出会いがありました。毎

月のお茶会ではたくさんの仲間ができて私の楽しみとなり、いつもは支えられる立場の

私が、誰かを支える側に回るという経験もさせていただきました。 

また、参加は無理だと諦めていた「紅葉を見る会」等の外出も、仲間や「まざらいん」

のサポートで実現することができ、皆さんに感謝しています。 

行事参加にあたり、障がいがあってもそのことを意識させないさり気ない気配りや特

別視しないスタッフの言動は、私にとって心地良く過ごせる空間でした。この空間と時

間が無くなってしまうのは、仕方の無いこととはいえ本当に淋しい限りです。さまざま

な地域から入居者が集まった復興住宅で、住人の親睦を深めるには「まざらいん」の名

そのままの活動が住人にとって大事な存在でした。 

新立野第一復興公営住宅 鈴木 明美さん 
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２）「まざらいん」へ一言 
 
長い間私たちに寄り添い、毎月のお茶会やその中での海苔巻き作り、クリスマス会、

新年会、各ツアーやまざらいん事務所での親睦会などたくさんの暖かい思い出をありが

とうございます。そしてお疲れさまでした。どこかで私を見かけたら、どうぞお声をか

けていただけたら幸いです。その日を楽しみにしています。 

１）「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

私は、震災後に蛇田を終の棲家と決めて住んだものの、各市町村内外の知らない人ば

かり。しばらくの間気持ちが沈み、こんなはずではないと… 

そんななか、認知症の勉強会があると聞いて参加することに。その後、2017（平成 29）

年 2月に、互助活動ができる見守り、つながりパートナー「パル」の会員になりました。 

いろいろな活動のなかで、少しずつ友達の輪ができた。そんな中、住民同士でのり巻

を作って食べる計画があると聞かされて、初めて蛇田のより処まざらいんの名前を知り

ました。印象としては、物怖じしないで、明るく、的確に指示してくれた。その後は、

新立野第二集会所でお茶会を中心として、いろいろと計画を立てて楽しませてくれまし

た。お花見、松島への紅葉、復興地の見学などなど。お茶会は笑いの絶えない何十年も

会っている友達のような…時間でした。感謝、感謝、感謝。 

２）「まざらいん」へ一言 
 
まざらいんのお茶会は、長いようであっという間に 3 年も過ぎましたネ。 

スタッフのみなさんは、参加者に寄り添って、話す、聞く、やさしく互助共助的活動

のすばらしさに感動していました。 

石巻のまざらいんのお茶会解散は淋しいですが、今度は自分たちで見守りながら、お

茶会を継続していくつもりです。 

長い間ありがとうございました。そしてご苦労様でした。 

新立野第二復興住宅 今野 秀子さん 

１）「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

気づけば震災から 10年。新転地となる復興住宅に移り、「まざらいん」の皆さんと絆、

つながりを持つことができました。あの震災で受けた傷は、人それぞれ違います。その

傷を少しでも和らげてくれるのに一役も二役もかってくれたのが「まざらいん」の皆さ

んだと思います。 

震災前と違う所に住み、生活形態も変わった人もいたでしょう。近所づきあいや外出

することすら難しくなり、重いドアを開ける勇気を持てずにいた人も少なくなかったと

思います。そんな時にドアをたたき声を掛けてもらうことによって、集会所などでの交 

 

新沼田第一復興住宅 会計総務 樋口 恵さん 
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２）「まざらいん」へ一言 
 
テレビのコマーシャルでも言っていますが、「人は出会いと別れを繰り返して成長し

ていく」別れはさみしいと思うけど、また会いましょう。 

ありがとうございます。おつかれさまでした。 

流会やお茶会等々へ出不精気味の住人さんに参加をうながしていただき、ここに来ると

大笑いできる、楽しいと喜んでくれた住人さんの輪もできて、皆で楽しい時間を持つこ

とができました。ただ、少々残念なのが参加する人がいつも同じになってしまったこと。

自分も楽しいから来れば皆も楽しいのに、もったいないなと思いつつ最後の交流会の日

を楽しみにしています。 

１）「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

新しい地域づくりをする上で、人と人のつながりを築いて行くことは、日常的な会話

や交流があって初めて成り立って行くものだと感じています。 

「まざらいん」は地区の集会所を利用して月１回程度お茶会を開催していましたが、

その時に声がけ支援も行ったことは、ほかのお茶会とは違い参加者との距離が近くなる

良いことだと思いました。 

人は自分の行動や言葉を肯定してくれる場所や機会があることで、日々の生活が少し

豊かになるように思います。震災から 10 年が経とうとしている今の時期に活動を終え

るのは残念に思います。 

２）「まざらいん」へ一言 
 
あゆみ野地区は、広い地域から人が集まり統一性がないなかでの活動は、一人ひとり

と向き合っての活動となり苦労は多かったと思います。「今までご苦労様でした」また、

「本当にありがとうございました」終わりは新しいスタートであるので、今後各自良い

スタートを切ってください。 

あゆみの町内会副会長 兼 新西前沼第一復興住宅集会所管理者 草島 真人さん 

１）「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

昨年、外出サロンで、雄勝や内海橋を見学させていただきまして、大変楽しい 1日を

過ごすことできました。ようやく春になると思った矢先に、まざらいんの終了を知りま

した。住人同士での集まりを楽しみにしていたところですが、残念です。機会がありま

したら、またお誘いください。 

新東前沼復興住宅 伊藤 つる子さん 

２）「まざらいん」へ一言 
 
東前沼で開催したサロンの参加者は少なかったけれど、まざらいんの方々には、いろ

いろと勉強を教えていただきました。本当にありがとうございます。 
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１）「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

震災から 10 年、復興住宅に入居して 6 年が経過いたしました。当住宅は団地として

は 18 世帯と少なく、集会所も存在しないこともあって入居者間の相互交流はほとんど

ありませんでした。 

しかし 2019 年の春、近くに「まざらいん」の事務所が移転してきたことによって状

況に変化がありました。さまざまな行事を私たちに提供してくれ、その中でも毎月開催

される昼食を食べながらの親睦会に参加することが、いつしか唯一の楽しみとなってい

ました。 

私を初め一人暮らしのお年寄りが多く、孤立しがちですが、いろいろな話をし励まし

を受け心の支えとなり、生きる力となりました。復興はまだまだですが、ハード面より

被災者の心のケアが必要だと思います。そんな中でまざらいんの果たす役割は非常に大

きく、3月末で閉鎖と聞き残念でなりません。今後は何ができるかわかりませんが、自

分たちで力を合わせよりよい方向に向かって行きたいと思います。 

２）「まざらいん」へ一言 
 
これまでの温かいご支援に感謝いたしますとともにスタッフの皆さんの御健勝と御

多幸を心からお祈り申し上げます。 

新西境谷地復興住宅 木村 文雄さん 

「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

「まざらいん」の皆様には、これまで東日本大震災で被災した住民の方々との交流活

動とともに、地域の孤立しそうな方の見守りや人材育成に継続して取り組んでいただき

ましたことに、心より感謝申し上げます。被災者に寄り添う活動には、優しさだけでは

なく、ときには勇気が必要なこともあり、互いの信頼関係づくり等、地道な努力をされ

てきたと思います。 

つながりづくりの移動サロンにはどれくらいの方々が参加し、楽しい時間・癒しの時

間を過ごしたのでしょうか。回数を重ねるごとに住民さん同士の距離が近くなり、新し

い地域で感じていた不安が少なくなったことと思います。皆さんが種をまいて来られた

地域のつながりに、これからも皆で水をやり、大きな花を咲かせてほしいと思います。 

復興庁 宮城復興局 石巻支所 石垣 恵理さん 
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「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

このたびは、蛇田地区における三年間の活動お疲れ様でした。 

三年前、復興公営住宅での新しい自治形成が進み、サロンや集いの場づくりが一旦落

ち着いた折節での事業開始をうけ、地域に対して「どのようなスタンスで関わり、何を

担えるのだろうか」ということを、まざらいんの皆様はとても苦悩しながらも真摯に向

き合おうとされていたように思います。そうした状況から始まった取り組みだからか、

悩みながら地域と向き合っていくまざらいんの皆様は、コミュニティ支援であっても個

別支援であっても、どんなことでも一緒に考えてくれるとても心強い存在でありまし

た。 

石巻市社会福祉協議会 地域福祉コーディネーター 谷 祐輔さん、佐藤 文博さん 

「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

復興住宅にお住まいの方は勿論、被災された方々に広くご支援をいただき、本当に有

難うございました。もう少し伴走していただけたら嬉しいと感じておりました。 

私達、地域包括支援センターとしては介護保険以外で、対応が難しい生活全般の支援

にも対応していただけた時には心強く、また、深く感謝いたしました。困った方に手を

差し伸べて、皆が楽しく暮らしていけるように手伝うことは団体や地域を超えて共通の

ものと感じております。 

今後もより一層のご活躍をお祈りしております、有難うございました。 

石巻市蛇田地域包括支援センター 所長 奈須野 京美さん 

「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

当協会と「まざらいん」さんとの関わりは、前身の「あがらいん」さんからに始まり、

復興支援にかかわる同志のような心持ちを感じていました。 

昨年度からは復興住宅のサロンに参加させていただきましたが、毎回大きなポットを

抱えての準備は大変だったことと思います。その甲斐があり、住民の方々とたくさんお

しゃべりができたこと、美味しいおすそ分けをし合えたこと、何より一緒に笑い合えた

ことは毎回私たちの励みもになりました。永きに渡り本当にありがとうございました。 

(公社）日本医療社会福祉協会 現地責任者 福井 康江さん 
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「まざらいん」との関わりで、気づいたことや思ったこと 
 

「まざらいん」の地域を回っていたスタッフの方達は、「あがらいん」の頃から、地

域・住民との距離感がよく、住民さんからも信頼されているな、と感じていました。 

地域食堂やあゆみ野夏祭り実行委員会では、一人でいる方を集い場につないでいただ

きました。人間関係が構築できていない新市街地では、住民さんと支援者が一本の線で

つながり、その一本一本を増やしていきながら、同じ場に共存することで輪ができてい

くのだと思います。 

孤立防止事業は、コロナ禍により更に必要な時期なので終了するのは残念ですが、関

係の糸を丁寧に紡いでくれるスタッフの方が、別の形で地域に関わってもらえるといい

なと思っています。 

3年間おつかれ様でした。 

一般社団法人 石巻じちれん 事務局長 田上 琢磨さん 
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蛇田地区の情報紙 まざらいん！ 
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